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1.静岡市自転車道ネットワーク整備計画の概要

2.モデル地区の概要

3.本年度整備箇所の紹介

自転車を取り巻く状況 －静岡市－
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1 自転車道ＮＷ整備計画

■近年、自転車利用ニーズが高くなっている
・自転車の保有台数は、昭和45年の約2倍（平成19年、県）

・代表交通手段における自転車利用割合が高い
（全国平均：１５％ 静岡市：２０％）

・静岡市内の高校生の約8割が自転車通学をしている。
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清水区(清水地区)

清水区(蒲原・由比地区)自転車通学
17,253人（約８割）

■自転車事故が多く発生している
・静岡市内で発生している自転車 事故は、全事故の約２３％

を占めており、全国と比較して高い割合

自転車事故 その他

自転車事故の占める割合（平成19年)

自転車を取り巻く状況 －静岡市－
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1 自転車道ＮＷ整備計画
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これまでの取り組み

平成13年度 自転車道ネットワーク整備計画（旧静岡市）策定

自転車道ネットワーク実施計画図（平成13年6月）

整備の停滞、
市町合併に伴う市域の変更

整備例：新川一丁目中原３号線
（カラー化等による車道部との分離明確化） 4

1 自転車道ＮＷ整備計画

市の実情に合っていない
整備計画



整備計画策定までの流れ

平成21年度

平成20年度

既存（旧静岡市）のネットワーク整備計画の見直し
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新・静岡市自転車道ネットワーク整備計画

短期、中長期の整備形態、整備手法の決定

ネットワーク整備計画の策定

詳細設計～工事着手

～

1 自転車道ＮＷ整備計画
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自転車道ネットワーク路線の抽出基準

新たな自転車道ネットワーク路線 （全長約３００ｋｍ）新たな自転車道ネットワーク路線 （全長約３００ｋｍ）

抽
出
（
追
加
お
よ
び
除
外
）

選
定

関連計画（街路築造、道路改築等）における路線関連計画（街路築造、道路改築等）における路線

拠点に連絡する路線拠点に連絡する路線

幅員の広い路線幅員の広い路線

自転車交通需要が高い路線自転車交通需要が高い路線

交通不便地域の交通を補間する路線交通不便地域の交通を補間する路線

旧静岡市にて選定された自転車道ＮＷ路線旧静岡市にて選定された自転車道ＮＷ路線

上記で抽出された路線のうち、道路幅員が原則１２ｍ以上の路線

1 自転車道ＮＷ整備計画
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自転車道ネットワーク整備順位の考え方

①課題の大きい箇所（必要性）

→安全性に問題のある路線

②住民の要望が高い箇所（住民ニーズ）

→自転車交通量が多い路線

③事業推進が容易な箇所（事業容易性）

→幅員の広い路線、都市計画道路や供用

予定が明確な事業路線

【自転車道ネットワークの優先順位を決定する3つの指標】

課題の大きい箇所
（必要性）

課題の大きい箇所
（必要性）

事業推進が容易な
箇所（事業容易性）
事業推進が容易な
箇所（事業容易性）

住民の要望が高い
箇所（住民ニーズ）
住民の要望が高い
箇所（住民ニーズ）

３つの
指標

1 自転車道ＮＷ整備計画

短期整備路線 約50km

静岡市自転車道ﾈｯﾄﾜｰｸ整備対象路線図
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整備計画 延長（km） 路線数

整備済 44.1 29

概成 25.1 34

短期　（H21-26） 48.4 54

中期　（H27-31） 110.2 114

長期　（H32-36） 61.7 58

合計 289.5 289

1 自転車道ＮＷ整備計画
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自転車走行空間の整備形態の計画 1 自転車道ＮＷ整備計画
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歩行者交通量が多い道路は4.0m以上
その他道路は3.0m以上

A‐2 自転車歩行者専用
道路

B‐1 自転車道 B‐2 自転車専用通行帯 B‐3 自転車歩行者道
（歩行者との分離）

自転車走行空間の整備形態タイプ（抜粋）
整備形態の考え方

既存の道路空間活用による自転車走行空間の確保

低コストで現実的な整備を実施
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静岡市自転車道ネットワーク整備計画策定体制
1 自転車道ＮＷ整備計画
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市道丸子新田広野三丁目線（駿河区 東新田・みずほ一丁目）

計画標準断面図

平成21年度 整備事例

整備前

整備後

JR静岡駅

静岡市葵区役所
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２. モデル地区の概要
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①（市）辻町北脇１号線
自転車レーン（1.5ｍ） L=600m

②（市）袖師村松線
自転車レーン（1.5ｍ） L=700m

③国道１号
自転車歩行者道 L=600m

④（市）小芝町江尻町線
路肩カラー化 L=500m

⑤、⑥（市）新港町１号線・（市）島崎町
新港町線・（市）島崎町袖師町線

自転車道に準ずる構造等 L=1300m

自転車通行環境整備モデル地区を清水駅前地区に選定（Ｈ１９）

自転車走行環境整備モデル地区選定箇所

2‐1  清水駅前地区自転車通行環境整備モデル地区
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組 織

自治会、自転車愛好家、老人クラブ、女性の
会、母の会、高等学校校外補導連絡協議会、交
通指導員会、警察、国交省、市

スケジュール

実証実験

第1回WG（７月）

第2回WG（８月）

第3回WG（９月）

第4回WG（１２月）

第２回ワーキンググループ

2‐1  清水駅前地区自転車通行環境整備モデル地区

自転車通行環境整備「清水駅前地区」ワーキンググループ

【実証実験の目的】

自転車通行の安全な利用促進を図り、自動車・自転車・歩行者のそれぞれが共存できる安全な
自転車通行空間の創出可能性を検討することを目的とし、自転車通行環境整備に向けた実証実験を行った。

■実施期間
平成２０年１１月１７日（月）～２６日（水）

■実施内容
自転車レーンの設置

（自転車の走行位置を明示）
■影響把握方法
・アンケート調査の実施
実施区間でのヒアリングアンケート調査および自治会へのアンケート票配布調査
・交通量調査の実施
実施区間の２箇所における断面交通量の調査を実施
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実証実験の内容 2‐1  清水駅前地区自転車通行環境整備モデル地区 実証実験の結果

交通状況の変化における自転車の車道部走行割合
調査区間１：36％ → 63％ 調査区間２：20％ → 44％

一定の効果を確認 16

自転車の錯綜回数
調査区間１、２合計：43回 → 2回

2‐1  清水駅前地区自転車通行環境整備モデル地区

400m
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（市）袖師村松線 自転車レーン設置（1.5ｍ） L=700m

2‐1  清水駅前地区自転車通行環境整備モデル地区

全 景

整備前 整備後

モデル地区の整備事例
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３ . 本年度整備箇所の紹介
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約4kmにおいて 自転車レーンや路面標示等を設置し、自転車走行空間整備を実施

平成２２年度整備箇所 （一）藤枝静岡線ほか６路線

自転車通行量 1,400台／12ｈ

自転車通行量 5,700台／12ｈ

JR静岡駅

静岡市葵区役所
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（一）藤枝静岡線 整備イメージ

交差点内に自転車誘導帯を設置
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（一）藤枝静岡線 整備イメージ

自転車横断帯を廃止し、横断歩道を移動
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H22.5.7静岡新聞（朝刊）
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・ 整備効果の検証により、市民の理解を得て、
自転車利用環境の整備を戦略的に実施する

・ 公安委員会など関係機関と活発な意見交換
をし、自転車利用ルールやマナーを徹底する

おわりに

今後の展開


